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　以下において、学位規則（昭和28年４月１日）文部省令第９号第８条の規定による
公表を目的として、これまでに千葉商科大学において博士の学位を授与した者の氏
名・学位論文名一覧を収録する。
　学位記番号に付した「博政策第○号」（甲号）は、学位規則第４条第１項によるも
の（いわゆる課程博士）であり、「博第○号」（乙号）は、学位規則第４条第２項に
よるもの（いわゆる論文博士）である。
博士学位授与者・論文名
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課
程
博
士
一
覧
授
与
年
月
日
学
位
記
番
号
報
告
番
号
氏
　
　
名
論
　
文
　
題
　
目
主
　
　
査
副
　
　
査
20
02
年
３
月
21
日
博
政
策
第
壱
号
甲
 第
１
号
橋
山
禮
治
郎
公
共
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
択
の
た
め
の
政
策
評
価
−
多
元
的
総
合
評
価
法
の
試
み
−
加
藤
　
　
寛
石
山
　
嘉
英
、
角
本
　
良
平
20
03
年
３
月
21
日
博
政
策
第
弐
号
甲
 第
２
号
吉
田
　
　
寛
公
会
計
理
論
の
研
究
−
税
の
必
要
を
説
明
す
る
会
計
情
報
−
井
関
　
利
明
新
井
益
太
郎
、
佐
藤
　
正
雄
日
向
寺
純
雄
、
山
本
　
守
之
20
03
年
３
月
21
日
博
政
策
第
参
号
甲
 第
３
号
小
野
塚
久
枝
21
世
紀
に
お
け
る
相
続
税
改
革
−
歴
史
的
・
文
化
的
視
点
か
ら
の
考
察
−
日
向
寺
純
雄
宇
田
川
璋
仁
、
岡
本
　
博
司
20
03
年
３
月
21
日
博
政
策
第
四
号
甲
 第
４
号
竹
村
　
　
弘
バ
ブ
ル
経
済
の
研
究
−
「
ス
パ
イ
ラ
ル
・
バ
ブ
ル
」
の
解
明
と
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
理
論
」
お
よ
び
「
バ
ブ
ル
経
済
」
早
期
警
戒
指
標
−
石
山
　
嘉
英
齊
藤
　
壽
彦
、
三
宅
　
純
一
20
03
年
３
月
21
日
博
政
策
第
五
号
甲
 第
５
号
ス
ラ
マ
　
ワ
シ
ム
（
Sl
am
a 
W
as
sim
）
A
 S
tu
dy
 o
n 
eq
ui
lib
ri
um
 e
xc
ha
ng
e 
ra
te
s （
均
衡
為
替
レ
ー
ト
に
関
す
る
研
究
−
理
論
、
測
定
、
及
び
、
政
策
−
）
齊
藤
　
壽
彦
石
山
　
嘉
英
、
千
田
　
亮
吉
20
04
年
３
月
21
日
博
政
策
第
六
号
甲
 第
６
号
杉
山
謙
二
郎
明
治
の
起
業
家
杉
山
徳
三
郎
の
研
究
−
我
が
国
近
代
産
業
の
黎
明
期
に
起
業
家
が
果
た
し
た
役
割
−
熊
岡
　
洋
一
麻
生
　
　
幸
、
小
林
　
惟
司
由
井
　
常
彦
20
05
年
３
月
21
日
博
政
策
第
七
号
甲
 第
７
号
新
川
　
正
子
建
設
外
注
費
の
研
究
−
建
設
原
価
開
示
制
度
へ
の
提
言
−
井
関
　
利
明
新
井
益
太
郎
、
佐
藤
　
正
雄
山
本
　
守
之
20
05
年
３
月
21
日
博
政
策
第
八
号
甲
 第
８
号
藤
澤
　
　
憲
化
粧
品
業
界
に
お
け
る
流
通
系
列
化
と
法
−
独
占
禁
止
法
の
運
用
適
正
化
を
目
指
し
て
−
加
藤
　
　
寛
麻
生
　
　
幸
、
懸
田
　
　
豊
正
田
　
　
彬
20
05
年
３
月
21
日
博
政
策
第
九
号
甲
 第
９
号
藏
田
　
幸
三
IT
戦
略
の
日
米
政
策
比
較
分
析
−
19
70
-2
00
0年
を
中
心
に
−
小
栗
　
幸
夫
伊
藤
　
公
一
、
小
倉
　
信
次
樹
下
　
　
明
20
05
年
３
月
21
日
博
政
策
第
一
〇
号
甲
 第
10
号
大
河
原
　
健
国
際
租
税
に
お
け
る
独
立
企
業
間
価
格
算
定
方
法
の
問
題
点
と
そ
の
改
善
策
の
提
案
−
国
家
・
企
業
間
租
税
摩
擦
の
現
状
と
そ
の
低
減
へ
向
け
た
移
転
価
格
税
制
運
用
に
お
け
る
よ
り
適
当
な
算
定
手
法
と
は
−
加
藤
　
　
寛
山
本
　
守
之
、
岡
田
　
至
康
村
上
　
　
睦
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授
与
年
月
日
学
位
記
番
号
報
告
番
号
氏
　
　
名
論
　
文
　
題
　
目
主
　
　
査
副
　
　
査
20
05
年
３
月
21
日
博
政
策
第
一
一
号
甲
 第
11
号
陳
　
　
子
雷
現
代
中
国
に
お
け
る
地
方
財
政
の
生
成
と
発
展
加
藤
　
　
寛
岡
本
　
博
司
、
宇
田
川
璋
仁
日
向
寺
純
雄
、
大
岩
雄
次
郎
20
05
年
３
月
21
日
博
政
策
第
一
二
号
甲
 第
12
号
森
　
由
美
子
電
気
通
信
業
の
実
証
分
析
−
競
争
、
費
用
効
率
性
、
通
話
需
要
−
影
山
　
僖
一
石
山
　
嘉
英
、
鬼
木
　
　
甫
20
06
年
３
月
21
日
博
政
策
第
一
三
号
甲
 第
13
号
碓
井
　
広
義
地
域
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
研
究
と
開
発
−
情
報
コ
モ
ン
ズ
構
築
に
よ
る
地
域
情
報
化
の
実
践
−
加
藤
　
　
寛
麻
生
　
　
幸
、
井
関
　
利
明
草
野
　
　
厚
、
熊
沢
　
　
孝
20
06
年
３
月
21
日
博
政
策
第
一
四
号
甲
 第
14
号
永
井
　
　
昇
米
国
低
コ
ス
ト
航
空
企
業
−
そ
の
事
業
の
創
出
と
発
展
に
関
す
る
研
究
−
加
藤
　
　
寛
麻
生
　
　
幸
、
懸
田
　
　
豊
熊
沢
　
　
孝
、
山
内
　
弘
隆
20
07
年
３
月
21
日
博
政
策
第
一
五
号
甲
 第
15
号
横
江
　
公
美
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
政
治
情
報
流
通
過
程
の
変
化
−
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
新
し
い
役
割
：
日
米
比
較
研
究
−
加
藤
　
　
寛
井
関
　
利
明
、
熊
沢
　
　
孝
田
久
保
忠
衛
20
07
年
３
月
21
日
博
政
策
第
一
六
号
甲
 第
16
号
多
田
　
應
幹
百
貨
店
と
既
製
服
納
入
業
者
と
の
取
引
慣
行
が
両
者
の
展
開
に
果
た
し
た
役
割
麻
生
　
　
 幸
小
栗
　
幸
夫
、
懸
田
　
　
豊
鈴
木
　
安
昭
20
07
年
３
月
21
日
博
政
策
第
一
七
号
甲
 第
17
号
谷
川
喜
美
江
我
が
国
の
所
得
税
構
築
に
関
す
る
政
策
提
言
−
低
所
得
者
に
配
慮
し
た
租
税
構
築
の
実
現
に
向
け
て
−
山
本
　
守
之
佐
藤
　
正
雄
、
太
田
　
三
郎
宇
田
川
璋
仁
20
07
年
３
月
21
日
博
政
策
第
一
八
号
甲
 第
18
号
藤
野
　
君
江
米
国
に
お
け
る
銀
行
監
督
手
法
の
変
遷
と
評
価
−
19
80
年
代
以
降
の
オ
フ
サ
イ
ト
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
中
心
と
し
て
−
石
山
　
嘉
英
齊
藤
　
壽
彦
、
三
宅
　
純
一
20
07
年
３
月
21
日
博
政
策
第
一
九
号
甲
 第
19
号
柳
澤
　
智
美
産
業
政
策
の
有
効
性
と
政
策
評
価
−
第
３
次
自
動
車
産
業
発
展
期
と
し
て
の
19
60
年
代
−
加
藤
　
　
寛
影
山
　
僖
一
、
小
倉
　
信
次
池
田
　
正
孝
20
07
年
３
月
21
日
博
政
策
第
二
〇
号
甲
 第
20
号
石
田
　
幸
男
A
SE
A
N
４
に
お
け
る
自
動
車
産
業
へ
の
技
術
移
転
−
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
−
加
藤
　
　
寛
影
山
　
僖
一
、
小
倉
　
信
次
熊
岡
　
洋
一
、
宇
田
川
璋
仁
20
07
年
３
月
21
日
博
政
策
第
二
一
号
甲
 第
21
号
武
見
　
浩
充
日
本
企
業
の
資
本
利
用
の
効
率
性
に
関
す
る
実
証
分
析
−
経
営
者
に
よ
る
資
本
コ
ス
ト
認
識
の
検
証
−
齊
藤
　
壽
彦
石
山
　
嘉
英
、
宮
脇
　
典
彦
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授
与
年
月
日
学
位
記
番
号
報
告
番
号
氏
　
　
名
論
　
文
　
題
　
目
主
　
　
査
副
　
　
査
20
07
年
３
月
21
日
博
政
策
第
二
二
号
甲
 第
22
号
平
井
　
友
行
日
本
に
お
け
る
分
割
民
営
化
モ
デ
ル
の
研
究
加
藤
　
　
寛
麻
生
　
　
幸
、
熊
岡
　
洋
一
黒
川
　
和
美
20
07
年
８
月
31
日
博
政
策
第
二
三
号
甲
 第
23
号
伊
藤
　
眞
弘
銀
行
の
機
能
分
離
の
政
策
的
有
効
性
−
金
融
制
度
に
お
け
る
ナ
ロ
ー
バ
ン
ク
の
有
効
性
−
石
山
　
嘉
英
齊
藤
　
壽
彦
、
三
宅
　
純
一
福
光
　
　
寛
20
07
年
９
月
30
日
博
政
策
第
二
四
号
甲
 第
24
号
仲
間
　
妙
子
「
都
市
型
地
震
災
害
」
に
対
す
る
地
域
防
災
対
応
力
−
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
「
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
」
と
「
東
灘
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
災
害
対
応
−
熊
田
　
禎
宣
麻
生
　
　
幸
、
太
田
　
三
郎
熊
谷
　
良
雄
20
08
年
３
月
21
日
博
政
策
第
二
五
号
甲
 第
25
号
徐
　
　
宰
成
政
治
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
政
府
財
政
規
模
の
一
考
察
−
日
本
議
院
内
閣
制
度
と
韓
国
大
統
領
制
度
の
比
較
−
齊
藤
　
壽
彦
加
藤
　
　
寛
、
岡
本
　
博
司
宇
田
川
璋
仁
、
関
谷
　
　
登
20
08
年
３
月
21
日
博
政
策
第
二
六
号
甲
 第
26
号
森
山
　
一
郎
チ
ェ
ー
ン
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
小
売
業
態
−
チ
ェ
−
ン
ス
ト
ア
に
お
け
る
複
雑
性
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
−
麻
生
　
　
幸
熊
沢
　
　
孝
、
懸
田
　
　
豊
和
田
　
充
夫
20
08
年
３
月
21
日
博
政
策
第
二
七
号
甲
 第
27
号
長
島
　
芳
枝
多
国
籍
リ
テ
ー
ル
金
融
展
開
と
制
度
的
背
景
に
つ
い
て
の
一
考
察
−
英
米
金
融
機
関
の
事
例
研
究
を
中
心
に
−
齊
藤
　
壽
彦
石
山
　
嘉
英
、
三
宅
　
純
一
20
08
年
３
月
21
日
博
政
策
第
二
八
号
甲
 第
28
号
臼
木
　
智
昭
日
本
に
お
け
る
地
方
分
権
財
政
の
成
立
条
件
に
関
す
る
理
論
分
析
石
山
　
嘉
英
岡
本
　
博
司
、
影
山
　
僖
一
宇
田
川
璋
仁
20
08
年
３
月
21
日
博
政
策
第
二
九
号
甲
 第
29
号
中
井
　
順
一
戦
後
日
本
に
お
け
る
家
計
の
子
供
保
有
選
択
行
動
研
究
−
経
済
的
支
援
の
効
果
の
検
討
を
中
心
と
し
て
−
熊
岡
　
洋
一
齊
藤
　
壽
彦
、
影
山
　
僖
一
宇
田
川
璋
仁
20
08
年
３
月
21
日
博
政
策
第
三
〇
号
甲
 第
30
号
加
藤
　
久
明
非
営
利
組
織
活
動
の
潜
在
的
成
果
お
よ
び
そ
の
評
価
法
−
参
加
個
人
の
「
学
習
と
価
値
創
造
を
促
進
す
る
協
調
活
動
」
を
中
心
に
−
熊
岡
　
洋
一
麻
生
　
　
幸
、
井
関
　
利
明
藤
川
　
吉
美
、
熊
沢
　
　
孝
20
08
年
９
月
30
日
博
政
策
第
三
一
号
甲
 第
31
号
六
十
里
　
繁
消
防
団
の
災
害
対
応
能
力
−
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
基
盤
と
す
る
消
防
団
の
再
構
築
に
向
け
て
−
熊
田
　
禎
宣
太
田
　
三
郎
、
影
山
　
僖
一
三
橋
　
博
巳
20
09
年
３
月
21
日
博
政
策
第
三
二
号
甲
 第
32
号
小
堀
　
朋
子
企
業
利
益
か
ら
み
た
企
業
の
社
会
的
責
任
に
関
す
る
一
考
察
太
田
　
三
郎
石
山
　
嘉
英
、
佐
藤
　
正
雄
山
本
　
守
之
、
宇
田
川
璋
仁
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授
与
年
月
日
学
位
記
番
号
報
告
番
号
氏
　
　
名
論
　
文
　
題
　
目
主
　
　
査
副
　
　
査
20
09
年
３
月
21
日
博
政
策
第
三
三
号
甲
 第
33
号
村
田
三
七
男
我
が
国
の
高
度
外
国
人
技
術
者
を
確
保
す
る
政
策
−
高
度
専
門
的
技
術
的
分
野
の
国
際
的
人
材
活
用
に
よ
る
新
し
い
成
長
戦
略
の
た
め
の
考
察
−
小
栗
　
幸
夫
熊
岡
　
洋
一
、
高
田
　
一
夫
20
09
年
３
月
21
日
博
政
策
第
三
四
号
甲
 第
34
号
小
林
　
弘
知
新
耐
用
年
数
の
理
論
−
公
正
価
値
基
準
に
よ
る
算
定
方
式
−
 
太
田
　
三
郎
佐
藤
　
正
雄
、
山
本
　
守
之
宇
田
川
璋
仁
20
09
年
７
月
31
日
博
政
策
第
三
五
号
甲
 第
35
号
榊
原
　
健
郎
流
通
環
境
変
化
に
伴
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
チ
ャ
ネ
ル
政
策
の
再
構
築
−
日
用
雑
貨
業
界
を
事
例
に
し
た
卸
活
用
型
チ
ャ
ネ
ル
に
お
け
る
チ
ャ
ネ
ル
・
パ
ワ
ー
関
係
か
ら
の
考
察
−
小
栗
　
幸
夫
懸
田
　
　
豊
、
熊
沢
　
　
孝
20
09
年
11
月
30
日
博
政
策
第
三
六
号
甲
 第
36
号
應
　
櫻
中
国
の
経
済
成
長
と
財
政
・
金
融
・
為
替
政
策
の
効
果
分
析
齊
藤
　
壽
彦
石
山
　
嘉
英
、
千
田
　
亮
吉
20
10
年
３
月
21
日
博
政
策
第
三
七
号
甲
 第
37
号
青
木
　
　
丈
役
員
給
与
税
制
の
検
証
に
よ
る
適
正
な
租
税
立
法
の
研
究
太
田
　
三
郎
佐
藤
　
正
雄
、
山
本
　
守
之
宇
田
川
璋
仁
20
10
年
３
月
21
日
博
政
策
第
三
八
号
甲
 第
38
号
ス
ン
ト
ー
ン
カ
ラ
ム
パ
ナ
ッ
ダ
ー
タ
イ
原
価
計
算
制
度
の
研
究
太
田
　
三
郎
佐
藤
　
正
雄
、
山
本
　
守
之
20
10
年
３
月
21
日
博
政
策
第
三
九
号
甲
 第
39
号
関
水
　
信
和
産
業
連
携
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
知
的
財
産
戦
略
−
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
に
よ
る
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
知
的
財
産
戦
略
−
小
栗
　
幸
夫
小
倉
　
信
次
、
松
山
　
幸
弘
鳥
海
　
哲
郎
20
10
年
３
月
21
日
博
政
策
第
四
○
号
甲
 第
40
号
塩
澤
　
守
弘
電
気
事
業
に
お
け
る
原
価
理
論
の
研
究
太
田
　
三
郎
佐
藤
　
正
雄
、
山
本
　
守
之
20
10
年
３
月
21
日
博
政
策
第
四
一
号
甲
 第
41
号
谷
口
　
守
哉
政
策
原
価
管
理
論
−
在
庫
原
価
管
理
を
中
心
と
す
る
検
討
−
太
田
　
三
郎
佐
藤
　
正
雄
、
山
本
　
守
之
20
10
年
３
月
21
日
博
政
策
第
四
二
号
甲
 第
42
号
堀
　
　
保
彦
地
域
金
融
機
関
に
お
け
る
管
理
会
計
の
理
論
−
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
に
適
合
す
る
管
理
会
計
の
体
系
−
太
田
　
三
郎
佐
藤
　
正
雄
、
山
本
　
守
之
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授
与
年
月
日
学
位
記
番
号
報
告
番
号
氏
　
　
名
論
　
文
　
題
　
目
主
　
　
査
副
　
　
査
20
10
年
３
月
21
日
博
政
策
第
四
三
号
甲
 第
43
号
末
松
　
義
章
不
正
経
理
処
理
の
研
究
−
利
益
操
作
と
そ
の
防
止
方
法
に
つ
い
て
の
考
察
−
齊
藤
　
壽
彦
伊
藤
　
公
一
、
太
田
　
三
郎
青
木
　
茂
男
、
佐
藤
　
正
雄
20
10
年
３
月
21
日
博
政
策
第
四
四
号
甲
 第
44
号
張
能
美
希
子
差
別
動
態
化
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
−
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
ケ
ー
ス
研
究
か
ら
の
差
別
理
論
仮
説
−
小
栗
　
幸
夫
島
田
　
晴
雄
、
高
田
　
一
夫
20
10
年
３
月
21
日
博
政
策
第
四
五
号
甲
 第
45
号
野
﨑
　
浩
成
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
化
に
向
け
た
銀
行
政
策
−
邦
銀
経
営
者
特
性
、
報
酬
体
系
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
の
視
点
−
石
山
　
嘉
英
齊
藤
　
壽
彦
、
三
宅
　
純
一
前
多
　
康
男
20
10
年
３
月
21
日
博
政
策
第
四
六
号
甲
 第
46
号
今
井
　
良
夫
政
府
の
調
達
発
注
シ
ス
テ
ム
の
研
究
−
次
世
代
の
政
府
の
調
達
発
注
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
要
素
に
つ
い
て
−
齊
藤
　
壽
彦
石
山
　
嘉
英
、
小
倉
　
信
次
坂
野
　
達
郎
20
10
年
３
月
21
日
博
政
策
第
四
七
号
甲
 第
47
号
鈴
木
羽
留
香
「
評
価
科
学
」
構
築
の
た
め
の
基
礎
的
研
究
天
野
　
克
彦
熊
岡
　
洋
一
、
藤
川
　
吉
美
樹
下
　
　
明
20
10
年
５
月
31
日
博
政
策
第
四
八
号
甲
 第
48
号
蔡
　
　
建
国
中
国
に
お
け
る
資
本
市
場
発
展
の
実
証
分
析
−
現
在
ま
で
の
発
展
と
将
来
へ
の
展
望
−
齊
藤
　
壽
彦
石
山
　
嘉
英
、
吉
岡
　
孝
昭
20
11
年
３
月
21
日
博
政
策
第
四
九
号
甲
 第
49
号
角
　
　
信
明
非
上
場
会
社
の
会
計
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
理
論
太
田
　
三
郎
佐
藤
　
正
雄
、
山
本
　
守
之
20
11
年
３
月
21
日
博
政
策
第
五
〇
号
甲
 第
50
号
荒
木
　
幸
浩
小
売
企
業
に
お
け
る
新
業
態
開
発
戦
略
に
関
す
る
研
究
−
新
業
態
開
発
に
お
け
る
プ
ロ
セ
ス
形
成
と
展
開
に
関
す
る
分
析
−
太
田
　
三
郎
熊
沢
　
　
孝
、
懸
田
　
　
豊
20
11
年
３
月
21
日
博
政
策
第
五
一
号
甲
 第
51
号
増
田
美
恵
子
日
本
に
お
け
る
「
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
」
再
編
の
方
向
性
−
聴
導
犬
貸
与
事
業
か
ら
見
る
「
当
事
者
」
主
催
の
た
め
の
環
境
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
−
小
栗
　
幸
夫
熊
岡
　
洋
一
、
樹
下
　
　
明
20
11
年
３
月
21
日
博
政
策
第
五
二
号
甲
 第
52
号
空
閑
　
睦
子
変
化
す
る
価
値
観
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
の
研
究
−
グ
ロ
ー
カ
ル
な
次
元
で
み
ん
な
が
つ
な
が
る
、
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
求
め
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
想
−
熊
岡
　
洋
一
藤
川
　
吉
美
、
樹
下
　
　
明
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授
与
年
月
日
学
位
記
番
号
報
告
番
号
氏
　
　
名
論
　
文
　
題
　
目
主
　
　
査
副
　
　
査
20
11
年
３
月
21
日
博
政
策
第
五
三
号
甲
 第
53
号
勅
使
河
原
　
隆
行
社
会
福
祉
専
門
職
の
専
門
性
に
関
す
る
研
究
−
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
従
事
す
る
社
会
福
祉
士
を
中
心
と
し
て
−
天
野
　
克
彦
熊
岡
　
洋
一
、
高
田
　
一
夫
藤
川
　
吉
美
、
樹
下
　
　
明
20
11
年
９
月
24
日
博
政
策
第
五
四
号
甲
 第
54
号
白
川
　
浩
道
日
本
経
済
の
長
期
停
滞
と
財
政
・
金
融
政
策
の
限
界
−
金
融
緩
和
政
策
の
有
効
性
と
新
政
策
の
提
言
−
齊
藤
　
壽
彦
石
山
　
嘉
英
、
三
宅
　
純
一
20
12
年
３
月
21
日
博
政
策
第
五
五
号
甲
 第
55
号
真
柄
　
昭
宏
政
治
行
動
と
認
識
−
日
本
に
お
け
る
2 0
09
年
政
権
交
代
の
本
質
に
つ
い
て
の
研
究
−
島
田
　
晴
雄
熊
岡
　
洋
一
、
樹
下
　
　
明
20
12
年
３
月
21
日
博
政
策
第
五
六
号
甲
 第
56
号
小
川
　
雅
人
地
域
に
お
け
る
商
店
街
の
経
済
的
・
社
会
的
機
能
の
見
直
し
と
商
店
街
組
織
の
連
携
の
あ
り
方
−
商
店
街
と
地
域
の
再
生
の
た
め
の
政
策
検
討
−
小
栗
　
幸
夫
伊
藤
　
公
一
、
影
山
　
僖
一
懸
田
　
　
豊
20
12
年
３
月
21
日
博
政
策
第
五
七
号
甲
 第
57
号
樋
口
　
晴
彦
組
織
不
祥
事
に
関
す
る
理
論
的
・
実
証
的
研
究
−
経
営
学
的
視
点
か
ら
の
考
察
−
小
倉
　
信
次
太
田
　
三
郎
、
佐
藤
　
正
雄
森
本
　
三
男
20
12
年
３
月
21
日
博
政
策
第
五
八
号
甲
 第
58
号
江
波
戸
順
史
独
立
企
業
原
則
の
限
界
と
移
転
価
格
税
制
の
改
革
栗
林
　
　
隆
齊
藤
　
壽
彦
、
石
山
　
嘉
英
村
上
　
　
睦
20
12
年
11
月
19
日
博
政
策
第
五
九
号
甲
 第
59
号
土
屋
　
清
人
建
物
の
除
却
に
関
す
る
会
計
学
的
研
究
−
大
規
模
修
繕
工
事
に
お
け
る
償
却
理
論
と
し
て
の
一
部
除
却
の
研
究
−
佐
藤
　
正
雄
太
田
　
三
郎
、
吉
田
　
　
靖
山
本
　
守
之
20
13
年
１
月
21
日
博
政
策
第
六
〇
号
甲
 第
60
号
大
泉
　
　
寛
租
税
コ
ス
ト
管
理
論
の
研
究
−
法
人
税
に
お
け
る
不
確
定
概
念
の
検
証
と
そ
の
管
理
手
法
−
太
田
　
三
郎
佐
藤
　
正
雄
、
吉
田
　
　
靖
宇
田
川
璋
仁
、
山
本
　
守
之
20
13
年
１
月
21
日
博
政
策
第
六
一
号
甲
 第
61
号
児
島
　
記
代
農
業
会
計
の
研
究
−
農
業
経
営
合
理
化
の
た
め
の
農
産
物
型
原
価
計
算
を
中
心
に
−
太
田
　
三
郎
佐
藤
　
正
雄
、
吉
田
　
　
靖
宇
田
川
璋
仁
、
山
本
　
守
之
20
13
年
７
月
22
日
博
政
策
第
六
二
号
甲
 第
62
号
長
谷
川
洋
三
自
動
車
企
業
の
国
際
競
争
力
分
析
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
の
進
行
と
企
業
間
関
係
の
変
化
を
中
心
に
石
山
　
嘉
英
小
倉
　
信
次
、
小
栗
　
幸
夫
齊
藤
　
壽
彦
、
高
田
　
一
夫
20
14
年
３
月
８
日
博
政
策
第
六
三
号
甲
 第
63
号
谷
田
貝
　
孝
事
業
再
構
築
に
関
す
る
経
済
理
論
的
考
察
～
組
織
活
性
化
の
た
め
の
課
題
小
栗
　
幸
夫
小
倉
　
信
次
、
太
田
　
三
郎
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授
与
年
月
日
学
位
記
番
号
報
告
番
号
氏
　
　
名
論
　
文
　
題
　
目
主
　
　
査
副
　
　
査
20
14
年
12
月
６
日
博
政
策
第
六
四
号
甲
 第
64
号
吉
田
　
洋
一
銀
行
に
お
け
る
市
場
リ
ス
ク
計
測
に
関
す
る
一
研
究
−
損
失
デ
ー
タ
に
非
正
規
分
布
を
仮
定
し
た
V
al
ue
-a
t-
R
is
k推
定
−
栗
林
　
　
隆
齊
藤
　
壽
彦
、
水
野
　
伸
宏
石
山
　
嘉
英
、
吉
羽
　
要
直
20
15
年
３
月
７
日
博
政
策
第
六
五
号
甲
 第
65
号
矢
澤
健
太
郎
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
と
企
業
価
値
−
主
観
確
率
の
社
会
的
危
険
性
−
齊
藤
　
壽
彦
麻
生
　
　
幸
、
太
田
　
三
郎
小
栗
　
幸
夫
、
佐
藤
　
正
雄
高
森
　
　
寛
20
15
年
７
月
21
日
博
政
策
第
六
六
号
甲
 第
66
号
上
田
　
亮
子
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
の
研
究
投
資
連
鎖
に
お
け
る
価
値
向
上
の
観
点
か
ら
の
制
度
的
分
析
齊
藤
　
壽
彦
麻
生
　
　
幸
、
小
栗
　
幸
夫
川
内
　
克
忠
20
15
年
９
月
15
日
博
政
策
第
六
七
号
甲
 第
67
号
安
田
　
　
純
高
齢
社
会
に
お
け
る
集
合
住
宅
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究 中
庭
型
中
層
集
合
住
宅
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
及
ぼ
す
効
果
の
分
析
小
栗
　
幸
夫
原
科
　
幸
彦
、
天
野
　
克
彦
高
田
　
一
夫
20
16
年
２
月
13
日
博
政
策
第
六
八
号
甲
 第
68
号
中
村
　
元
彦
Ｉ
Ｔ
会
計
帳
簿
論
経
営
及
び
監
査
に
役
立
つ
Ｉ
Ｔ
会
計
帳
簿
の
研
究
太
田
　
三
郎
佐
藤
　
正
雄
、
水
野
　
伸
宏
山
本
　
守
之
20
16
年
７
月
19
日
博
政
策
第
六
九
号
甲
 第
69
号
北
村
　
　
博
企
業
内
発
明
者
の
動
機
づ
け
と
し
て
の
金
銭
的
処
遇
お
よ
び
非
金
銭
的
処
遇
に
関
す
る
研
究
麻
生
　
　
幸
小
栗
　
幸
夫
、
原
科
　
幸
彦
高
森
　
　
寛
20
16
年
10
月
18
日
博
政
策
第
七
〇
号
甲
 第
70
号
藏
冨
　
一
忠
顧
客
と
の
融
合
化
開
発
と
現
場
形
成
力
に
よ
る
我
が
国
の
基
礎
素
材
メ
ー
カ
ー
再
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
−
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
新
理
論
展
開
に
向
け
て
−
小
栗
　
幸
夫
小
倉
　
信
次
、
麻
生
　
　
幸
熊
岡
　
洋
一
20
17
年
３
月
７
日
博
政
策
第
七
一
号
甲
 第
71
号
佐
竹
　
恒
彦
再
生
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
一
研
究
−
経
営
不
振
中
小
企
業
に
有
効
な
経
営
理
念
検
討
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
に
−
佐
藤
　
正
雄
太
田
　
三
郎
、
齊
藤
　
壽
彦
菊
池
　
敏
夫
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授
与
年
月
日
学
位
記
番
号
報
告
番
号
氏
　
　
名
論
　
文
　
題
　
目
主
　
　
査
副
　
　
査
20
17
年
３
月
７
日
博
政
策
第
七
二
号
甲
 第
72
号
桑
原
　
洋
一
行
政
計
画
手
続
に
お
け
る
「
意
味
あ
る
応
答
」
判
定
方
法
の
開
発
−
武
蔵
小
杉
駅
周
辺
市
街
地
再
開
発
に
よ
る
日
照
阻
害
を
事
例
と
し
て
−
小
栗
　
幸
夫
原
科
　
幸
彦
、
栗
林
　
　
隆
錦
澤
　
滋
雄
20
17
年
３
月
７
日
博
政
策
第
七
三
号
甲
 第
73
号
阿
部
　
弘
之
仲
間
資
本
に
よ
る
起
業
の
構
造
分
析
小
栗
　
幸
夫
高
田
　
一
夫
、
熊
岡
　
洋
一
20
17
年
３
月
７
日
博
政
策
第
七
四
号
甲
 第
74
号
鈴
木
　
直
志
中
小
製
造
業
の
持
続
的
競
争
力
の
源
泉
と
し
て
の
技
術
経
営
に
関
す
る
研
究
−
社
歴
2 0
年
以
上
の
機
械
金
属
中
小
企
業
を
中
心
に
し
て
−
小
栗
　
幸
夫
小
倉
　
信
次
、
伊
藤
　
公
一
中
山
　
　
健
20
18
年
２
月
10
日
博
政
策
第
七
五
号
甲
 第
75
号
孫
　
　
　
智
中
国
に
お
け
る
金
融
自
由
化
に
関
す
る
一
研
究
−
金
利
市
場
化
を
中
心
に
−
栗
林
　
　
隆
三
田
村
　
智
、
齊
藤
　
壽
彦
石
山
　
嘉
英
、
赤
川
　
元
章
20
18
年
３
月
３
日
博
政
策
第
七
六
号
甲
 第
76
号
大
澤
　
美
和
個
人
所
得
税
の
改
革
と
展
望
−
マ
ー
リ
ー
ズ
・
レ
ビ
ュ
ー
提
案
を
中
心
に
−
栗
林
　
　
隆
江
波
戸
順
史
、
石
山
　
嘉
英
齊
藤
　
壽
彦
、
高
松
　
慶
裕
20
18
年
３
月
３
日
博
政
策
第
七
七
号
甲
 第
77
号
杉
山
　
秀
子
コ
ロ
ン
タ
イ
；
理
想
と
現
実
−
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
見
た
ロ
シ
ア
に
お
け
る
女
性
の
社
会
的
地
位
−
小
倉
　
信
次
熊
岡
　
洋
一
、
齊
藤
　
壽
彦
高
田
　
一
夫
、
瀬
戸
岡
　
絋
20
18
年
３
月
３
日
博
政
策
第
七
八
号
甲
 第
78
号
張
　
　
明
坤
中
国
家
電
産
業
に
お
け
る
循
環
経
済
−
使
用
済
み
家
電
の
回
収
処
理
方
策
に
関
す
る
一
研
究
−
太
田
　
三
郎
佐
藤
　
正
雄
、
齊
藤
　
壽
彦
菊
池
　
敏
夫
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論
文
博
士
一
覧
授
与
年
月
日
学
位
記
番
号
報
告
番
号
氏
　
　
名
論
　
文
　
題
　
目
主
　
　
査
副
　
　
査
20
03
年
３
月
21
日
博
第
壱
号
乙
 第
１
号
中
村
ま
づ
る
政
策
研
究
に
お
け
る
公
共
選
択
論
の
貢
献
―
年
金
制
度
改
革
へ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
−
加
藤
　
　
寛
宇
田
川
璋
仁
、
日
向
寺
純
雄
丸
尾
　
直
美
20
05
年
３
月
21
日
博
第
弐
号
乙
 第
２
号
青
木
　
寅
男
国
際
課
税
の
諸
問
題
加
藤
　
　
寛
藤
川
　
吉
美
、
宇
田
川
璋
仁
山
本
　
守
之
、
羽
床
　
正
秀
20
07
年
３
月
21
日
博
第
参
号
乙
 第
３
号
髙
橋
　
洋
一
財
投
・
郵
政
・
政
策
金
融
改
革
の
経
済
分
析
−
公
的
金
融
シ
ス
テ
ム
の
大
変
革
の
理
論
と
実
践
−
加
藤
　
　
寛
石
山
　
嘉
英
、
齊
藤
　
壽
彦
貝
塚
　
啓
明
、
島
田
　
晴
雄
20
08
年
11
月
30
日
博
第
四
号
乙
 第
４
号
長
坂
健
二
郎
わ
が
国
医
療
制
度
に
内
在
す
る
矛
盾
島
田
　
晴
雄
熊
岡
　
洋
一
、
熊
田
　
禎
宣
松
山
　
幸
弘
